
（別紙様式１） 
平成２５年度「岐阜県ふるさと教育週間」実施報告書 

学 校 名 大垣市立興文中学校 

実 施 期 間 
平成２５年 ①１１月１日（金） ②１１月１６日（土）  

③１１月１日（金）～１４日（木）④１１月１９日（火）⑤１１月２７日（水）

実 施 概 要 ①興文祭（地域の方や保護者を招いての合唱コンクールとオーケストラとのジョイントコンサート） 

②授業公開（市を中心に西濃地域に広く呼びかけての授業公開） 

③地域清掃活動およびアルミ缶等の資源回収 

④薬物乱用防止教室 

⑤認知症講座 

実 施 内 容 学習・取り組みの分野 

 □自然  □歴史  ☑文化  □産業  ☑その他（教育・福祉） 

公開の方法 

 ☑授業公開  ☑成果発表  □交流活動  ☑講演会等  □地域行事等参加  □その他 

来 校 者 数 保護者 317人
計  475人

地域関係者（教職員） 158人

実 施 状 況 ①興文祭の地域公開（１１月1日）                                

 ・学級ごとに最優秀賞を目指す合唱コンクール                                 

 ・オーケストラの演奏・オーケストラとのジョイントコンサート（学年・全校合唱） 

 ・地域の方に全校合唱（本校オリジナル曲「興文頌」のプレゼント） 

②授業公開（１１月１６日） 

 ・西濃地区･大垣市研修校として「自ら学び、共に高め合う確かな学力を身に付けた意志ある生徒の育成」をテーマと

  して、全教科の授業公開（全職員） 

③地域清掃活動及びアルミ缶回収（１１月１日～１４日） 

 ・登校時に清掃活動 ・生徒と地域の方でアルミ缶や段ボール等を回収 

④薬物乱用防止教室（１１月１９日） 

 ・大垣東ライオンズクラブによって中学２年生対象に実施   

⑤認知症講座（１１月２７日） 

 ・自治会の協力を得て中学２年生対象に実施     

成果及び課題 ①興文祭（合唱コンクール等）の地域公開 

○生徒の願いを大切にしつつ学年・学級毎に活動を計画・準備し、互いのよさを認め、伸ばし、生かしながら、仲間と

共に会を創り上げることができた。 

○興文祭に向けて、朝の全校練習や昼休みの学級練習など、限られた時間を大切にしながら、より質の高い合唱を目指

し取り組むことができた。 

○事前に、保護者や地域の方への案内をさせていただいたことで、多くの保護者や地域の皆様に参観していただき、子

どもたちも生き生きとした表情をしながら、美しい歌声を響かせ、たいへん好評であった。      

△より多くの地域の方に参加していただくために、自治会や民生委員会などの皆様へ積極的な案内をしていく必要があ

る。 

②授業公開 

○全クラス・全教科の授業を公開したことを通して、様々な方から御意見をいただき、確かな学力を身に付けていく指

導方法を工夫・改善していくことができた。 

△生徒が意志をもって学ぶ姿をより充実させ、確かな学力が身に付いたことを生徒の姿で示すことで、保護者への理解

と関心をさらに高めていく必要がある。 

③地域清掃活動及びアルミ缶等の資源回収 

○多くの保護者や地域の方に協力していただくことができた。 

○日頃の活動（清掃活動は毎日生徒会が中心となって実施中）を多くの方に知っていただくよい機会となった。   

④薬物乱用防止教室（１１月１９日） 

○大学教授による専門的な話により、薬物による健康被害状況や現状を詳しく知り、薬物の恐ろしさを認識することが

できた。 

○大垣東ライオンズクラブによる地域の方からの話によって、親しみをもって話を聞き、命の大切さやこれからの生き

方についても考えることができた。 

⑤認知症講座（１１月２７日） 

○自治会長さんのつながりでの支援により、中学生向けの話をしていただき、身近に認知症による介護の現状や対応の

在り方を理解するとともに高齢者に優しく接する心を養うことができた。 

 


